StorageServer Lite 

アプ U ケーシヨン 


本製品に用意されているソフトウエアについて説明します。 


ESMPRO / ServerAgent , ServerMamger (一78ぺージ) 

MWA 〜 Management Workstation Application 〜 

エクスプレス通報サービス（一114ページ） 

保守-管理ツール (一 116ページ） . 

オフライン保守ユーティリティ（一121ページ） 
システム診断(一123ページ） . 


本装置の統合的な管理をするアプリケーション 
です。インス I -ールの手順や運用時のを意事項 
などについて説明します。 


本装置に何らかの障害が発生したときじ自動で保 
守サービスセンターへ通報するアプリケーション 
です(別途契約が必要です）。 

.本装置の保守-管理用のアプリケーションで 
す。 

0 S が起動しないような重大な障害などが起きた 
ときに使用するユーティリティです。 

本装置専用のシステム診断ユーティリティで 
す。 


(一 110 ぺージ)。本体内蔵のコント□-ラと管理コンピュータ間で 
通信することじより、リモートで本装置を起動し 
たり、 POST の実行画面の表示や巨 I 0 S セットアッ 
プユーティリティでの設定状態の表示などを行う 
アプリケーションです。 
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ESMPRO/ServerAg 饥 t ServerManager 

添付の CD-ROMrNetwork Attached Storage CD - ROM 」 には、 Express 5800シリーズを管理するアプリ 
ケーシヨン rESMPRO / ServerAgent 」 がバンドルされています。 ESMPRO / ServerAgent と通信をして 
ネットワーク上の管理コンピユータから本装置を監視するアプリケーシヨン rESMPRO / ServerManager 」 
は「保守-管理ツール CD - ROM 」 にバンドルされています。 

この項では^ ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「」と^ ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent 」が提供する機能ゃ特長、運用時のを 
意事項じついて記載します。 



ESMPRO / ServerManager . ServerAgent は、サーバシステムの安定稼動と、効率的なシ 
ステム運用を目的としたサーバ管理ソフトウエアです。サーバリソースの構成情報-稼動状 
況を管理し、サーバ障害を横化してシステム管理者へ通報することじより、サーバ障害の防 
止、障害に対する迅速な対処を巧能にします。 

• サーバ管理の重要性 

サーバの安定稼動を保証するためには、サーバ管理の負担を軽減する必要があります。 
ーサーパの安を稼動 

サーバの停止は、卸、お客様の営業機会、利益の損失につながります。そのため、 
サーバは常に万全の状態で稼動している必要があります。万がーサーバで障害が発 
生した場合は、できるだけ早く障害の発生を知り、原因の究明、対処を行う必要が 
あります。障害の発生から復旧までの時闇が短ければ短いほど、利益 (コスト) の損失 
を最ル限にとどめることができます。 

-サーバ管理の負担軽減 

サーバ管理には多くの労力を必要とします。とくにシステムが大規模になったり、 
遠隔地じあるサーバを使用しているとなればなおさらです。サーバ管理の負担を軽 
減することは、すなわちコストダウン(お客様の利益)につながります。 

• ESMPRO/ServerManager 、 ServerA 呂 ent とは？ 


ESMPRO / ServerManager 、 ServerAgent は、ネツトワーク上の Express 5800シリー 
ズを管理•監視する サーバ 管理ソフトウェアです。本製品を導入することにより、 サー 
パの構成情報-性能情報-障害情報をリアルタイムじ取得-管理-監視できるほか、ア 
ラート通報機能により障害の発生を即座に®ることができるようになります。 
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• ESMPRO/ServerMana 呂 er 、 ServerAgent の利用効果 

ESMPRO / ServerManager 、 ServerAgent は、多様化•複雑化するシステム環境(こおけ 
るさまざまなニーズに対して十分な効果を発揮します。 

-障害の橫化 

ESMPRO / ServerAgent は、 Express 5800シリーズのさまざまな障害情報を収集 
し、状態の判をを行います。サーバで異常を橫化した場合、 ESMPR 0/ 
36「ソ6「1\/1311396「へアラート通報を行います。 

-障害の予防 

ESMPRO / ServerAgent は、障害の予防対策として、事前に障害の発生を予測する 
予防保守機能をサポートしています。崖体内温度上昇や、ファイルシステムの空き 
容量、八ードディスク劣化などを事前に橫化できます。 

-稼動状況の管理 

ESMPRO / ServerAgent は、 Express 5800シリーズの詳細な八ードウエア構成情 
報、性能情報を取得できます。取得した情報は ESMPRO / Se 「 ve 「 Mamge 「を通して 
どこからでも参照できます。 

-分散したサーバの 一括 管理 

ESMPRO / ServerManagertt 、 ネットワーク上に分散したサーバを効率よく管理で 
きる GUI インタフェースを提供します。 


サーバ障書の検出 

ESMPRO / ServerManager 、 ServerAgent は障害につながる異常を早期に橫出!し、リアル 
タイムに障害情報を管理者へ通知します。 

♦ 早期に異常を検出 

万一の障害発生時には、 ESMPRO / ServerAgent が障害を横出)し、 ESMPR 0/ 
ServerManager へ障害の発生を通報(アラート通報)します。 ESMPRO/ServerManager 
は、受信したアラートをアラートビユーアに表示するとともに、障害の発生したサー 
パ-サーバの構成要素の状態色を変化させることにより、一目で障害箇所を特定できま 
す。さらに障害内容や対処方まを参照することにより、障害に対して迅速に対応できま 
す。 

• 通報される障害の種類 

ESMPRO / ServerAgent で通報される代表的な障害には、次のようなものがあります。 


storagmsmrvm 「 utm アプリケ—シヨン 
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通報区分 

通報内容 

CPU 

- CPU 負荷しきい值オーバー 
- CPU 縮退など 

メモリ 

ECC 化 it エラーお出など 

電源 

-電圧低下 
-電源故障など 

温度 

屋体内温度上昇など 

フアン 

ファン故障(回転数低下)など 

スト レー ジ 

-ファイルシステム使用率 
-八ードディスク劣化 

LAN 

-回線障害しきい值オーバー 

-送信リトライ，送信アボートしきい值オーバーなど 


サーバ障書の予防 

ESMPRO / ServerAgent は、障害の予防対策として事前に障害の発生を予測する予防保守機 
能をサポートしています。 


ESMPRO / ServerManager 、 ServerAgent は、サーバの名'リソースに対して「しきい値」を 
設定できます。設定:したしきい値を超えると、 ESMPRO / ServerAgent は、 ESMPRO / 
36「ソ6「1\/13り396「へアラートを通報します。 

予防保守機能は、八ードディスク、崖体内温度、 CPU 使用率などさまざまな監視項目に対し 
て設をできます。 


ヴーバ稼動状況の管理 

ESMPRO / ServerAgent は、サーパのさまざまな構成要素を管理•監視します。 ESMPRO / 
ServerAgent が管理-監視する情報は、£31\/|ド1^0/56「ソ6「1\/|311396「のデータビューアで参 
照できます。 

また、八ードディスク -CPU •メモリ•ファン•電源•温度といった、サーバの信頼性を高 
いレベルで維持するためじ必要なものはすべて管理-監視します。 
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分散したヴーバの一括管理 

ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「が提供する優れた GUI じよリ、ネットワーク上のサーバを一括管 
理できます。管理画面はエクスプ□ーラ形式になっておりサーバのを構成要素を階層的に表 
示するので、効率よく管理できます。 


ESMPRO / ServerMamgerCtt 、 次の3種類の GUI を利用してサーバを管理します。 

• オペレーションウインドウ 


ネットワーク上に接続されているサー 
バのマップを作成し管理します。マッ 
プは、設置場所、組織、目的などによ 
り階層化できます。 


File Edit View 100 Is Options telp 

鸟 I り些 1« 曲 .Xj 逗 1If! 凶 SSM な I 过 I 




跨 MyConmul 
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サーバリソースの構成情報をエクスプ 
□ー ラ形式で表示します。また、異常 
となったサーバの構成要素の状態色を 
変化させることにより、障害箇所を容 
易に特定できます。 


I B-g 自7ネ—シ'’卜 (m ヴ 3) 

0 Internet 
E g X.X.)tX 

: P NEC-NAS 

fiHT 狀 


k;iaiBa&J リム MMUBBBl 

フ 7*f ルの 撫©ま示な？ツイ。？: 


鸟 I 幻啦1电1»1 . xl 国！喧1巧 I «| 


‘） 、ル7化） 

到な tel の凶 | 



. . . :テイを (Get) 

SNMP] ミ:!こテイをはが） 

If が. 


0S る (Management Console 用） 
OSA'— ン:3ン (Manacement Console 用） 
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アラー トビ ユーア 

をサーバの障害通報を一元管理しま 
す。サーバで発生した障害は、ただち 
にアラートビユーアに通報されます。 
管理者はネットワーク上のあらゆる障 
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ESMPRO/ServerAgent 


ESMPRO / ServerAgent は、本装置と[51\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「僧理〕ンピュータ）との 
間でエージェント（代理人）の役割をするユーティリティです。 

動作環境 

ESMPRO / ServerAgent を動作させることができるシステム環境は々のとおりでず。 

• インストールする装置 StorageServer Lite 本体 


• メモリ 

0 S の動作に必要なメモリ十 13.0 M 巨じ(上 

• 八ードディスクの空き容量 

22.01 VBW 上 

• モデム 

モデムはページャ通報機能、 ALIVE 通報機能を使用 
する場合にのみ必要です。 

ALIVE 通報用モデム： 

C 0 MSTARZ MULTI 56011 (コネクタ： D-SUB 25ピ 
ン） 

ALIVE 保守用指定モデム： 

C 0 MSTARZ MULTI 56011 (コネクタ： D-SUB 25ピ 
ン） 

ページャ用指定モデム： 

AT 〕 マンドを解釈するモデムであること （2400 bps 
W 上)。ダイアル回線ではメッセージを送ることがで 
きません。プッシュ回線をご利用ください。 
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セットアップを始める前に 

セットアップの前に必ずお読みください。 

ESMPRO / ServerAgent を動作させるためには TCP / IP と TCP / IP 関連コンポーネントの 
SNMP の設定が必要です。 

TCP / IP および SNMP の設をには rWebUU を使用します。 

WebUI については21ページを参照してください。 


TCP/IP の 設定 

WebUI を使用して TCP / IP の設ををします。 


SNMP サービスの 設定 

WebUI を使用して本装置に□グオンし、 SNMP の設ををします。 

1. WebUI を使用して本装置に接続する。 

2 . [メンテナンス]をクリックする。 

3. [夕ーミナルサービス Advanced Client] をクリ、ソクする。 

4. Administrator 権限を持つユーザーで□グオンする。 

己.[コント□ールパネル]の[管理ツール]をダブルクリ、ソクする。 

巨.[管理ツール]の[サービス]を起動する。 

7. サービスー覧か6に NMP Service] を選択し、[操作]メニューの[プ□パティ]を選択する。 
[SNMP のプ□パティ]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

8 . [トラップ]プ□パティシートの!;コミュニティさ)]ボックスに rpublic」 と入力し、[-覧(こ追加]ボ 
タンをクリ、ソクする。 


w-Ol^ 

ESMPRO/S 


' ServerMana 呂 er 側の設定で受信するトラップのコミュニティをデフオルトの 
「 public 」 か5変更した場合は、 ESMPRO / ServerMana 呂 er 側で新しく設定したコミュニティ 
名と同じものを入力します。 


sto 「 agmsmrvm 「 utm アプリケ—シヨン 
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9. [トラップ送信先]の[追加]ボタンをクリックし、 [IP ホストまたは IPX アドレス]ボックスじ送信先 
の ESMPRO/ServerManager マシンの IP アドレスを入力後、[追加]ボタンをクリックする。 

ESMPRO/ServerAgent か6のトラップが ESMPRO/ServerManager に正しく受信されるように 
ESMPRO/Se「ve「Manage「側の設定の受信〕ミュニティさlとESMPRO/Se「ve「Agent側の設定の 
トラップとともに送信するコミュニティ名を同じに設定します。 

w-Oi^ 

トラップ送信先に指定されている相手 ESMPRO / ServerMana 呂 er の IP アドレス（またはホス 
卜名）をマネージャ通報 ( TCP / IP ) の設定で指定した場合、重複していることを警告するメッ 
セージを表示します。同一の ESMPRO / ServerMana 呂 er を指定するとアラートび重複して通 
報されます。 


10. く特定のホストか5の SNMP パケットのみ受信するように設定する場合> 

[セキュリティ]プ□パティシートを表示し、パケットを受信するホストの IP アドレスとエージェ 
ントをインストールするサーバの IP アドレスとループバックアドレス （127.0.0.1) を指定する。 



ESMPRO / ServerA 呂 ent をインス I -- ルするヴーバの IP アドレスを指定しないと 、 Mylex 
ディスクアレイコント□ーラの監視びできなくなります。 


<特定コミュニティか5の SNMP パケットのみ受信ずるように設定ずる場合> 

SNMP パケットを受け付けるコミュニティををデフォルトの 「public」 か6変更する。 

W-OIM 

• コミュニティ名を変更した場合は、[コント□-ルパネル]か5 ESMPRO / ServerA 呂 ent 
のコミュニティ変更登録を行う必要がありまず。コミュニティの変更登録には[全般]タブ 
のに NMP コミュニティ]リストボックスを使いまず。 


参 ESMPRO / ServerMana 呂 er か5の SNMP パケットを ESMPRO / ServerA 呂 ent 側で正 
しく受信できるようにするためには ESMPRO / ServerMana 呂 er 側の設定の送信コミユニ 
ティ名と ESMPRO / ServerA 呂 ent 側の SNMP サービスが受け付けるコミュニティ名を同 
じにして < ださい。 

11. [セキュリティ]プ□パティシートを表示し、[受け付けるコミュニティを]の[編集]ボタンを ク 
リ 、ソク する。 

SNMP サービスのセキュリティ機能であるコミュニティの権利は、デフォルトで" READ ONLY" 
となります。コミュニティの権利が" READ ONLY" の場合、 ESMPRO/ServerManager か6のリ 
モートシャ、ソトダウン機能やしきい値の変更機能が使用できません。これ6の機能を使用する場 
合は、コミュニティの権利を 「READ CREATE」、 または 「READ WRITE」 (こ設定してください。 

12. ネットワークの設定を終了する。 
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ESMPRO / ServerAgent のセットアップ 

インストールされた ESMPRO / ServerAgent のを種設をは化荷時の設をのままです。設をを 
変更するには WebUI を使用します。 

WebUI については21ぺージを参照してください。 

WebUI を使用して本装置に□グオンします。 

1. WebUI を使用して本装置(こ接続する。 

2 . [メンテナンス]をクリックする。 

3. [夕ーミナルサービス Advanced Client] をクリックする。 

4. Administrator 権限を持つユーザーで□グオンする。 

己.[スタート]ボタンか6[設定]一[コント□-ルパネル]をクリ、ソクする。 

[コント□-ルパネル]の [ESM PRO 
ServerAgent ] アイコンをダブル クリ、ソク 
するとプ□パティダイア□グボックスが表 
示されます。ダイア□グボックス内のを 
シートじある設をを使用する環境に合わせ 
てください。 

セットアップをする上でを意していただき 
たい点や、知っておいていただきたいこと 
がらについて、この後の r 補足説明」で説明 
しています。セットアップをする際や、正 
しく動作していないのでは？と思われたと 
きに参照してください。 



storagmsmrvm 「 utm アプリケ—シヨン 
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補足説明 

ESMPRO / ServerAgent を使用する際じは次の点について確認してくださし、 


LAN 監視の通報について 

LAN 監視機能では一定時闇内の送受信パケット数とパケットエラー数により回線の状態を判 
断するため、一時的な回線高負荷状態の場合じち回線障害や回線高負荷を通報することがあ 
ります。 

すぐに状態回復が通報される場合は一時的な回線高負荷が発生したと考えられますので、特 
に問題はありません。 


コミュニティの権利について 

SNMP サービスのセ车ュリティ機能であるコミュニティの権利は、デフォルトで " READ 
ONLY " となります。コミュニティの権利が " READ ONL 丫 "の場合、 ESMPRO / 
56「ソ6「1\/1311396「からのリモートシャ、ソトダウン機能やしきい値の変更機能が使用できませ 
ん。これらの機能を使用する場合は、コミュニティの権利を 「READ CREATE 」、 または 
「READ WRITE 」 に設定してください。 


ESMPRO/ServerManager Ver .3.7 LU 前での監視について 


パージョン 3.7 J ： i 前の ESMPRO / ServerManager で監視する場合は、監視できない項目があ 
ります。また、データビューアのディスクアレイ監視機能で不具合が発生する場合がありま 
す。必ずバージョン 3.8 J ： i 降の ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「で監視を行ってください。 

ESMPRO/ServerManager Ver .3.8 は、保守-管理ツール CD - ROM に登録されています。 
管理コンピュータじインス I -ールして利用してください。 


フ□ッピーディスクのファイルシステム監視について 

フ□、ソピーディスクのファイルシステムは既定値で監視対象外となります。フ□、ソピーディ 
スク上のファイルシステムを監視するには、コント□ールパネルの[ファイルシステム]シー 
卜で r フ□、ソピーディスクを監視する」をチェックしてください。 

ただし、フ□、ソピーディスクのファイルシステムを監視するときは、一定時閨おきじフ□、ソ 
ピーディスクドライブにアクセスするので、アクセスランプが点なします。アクセスランプ 
はフ□、ソピーディスクドライブじ媒体を挿入していなくても点なしますので、を意してくだ 
さい。 
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ESRAS ユーティリティについて 

ESRAS ユーティリティは、 ESMPRO / ServerAgent がインストールされた Express 5800シ 
リーズにおいて動作する高信頼性機能が使用するを種□グの参照、巧刷、ファイルへの化力 
および初期化を行うソフトウエアです。 

ESMPRO/ServerManager Ve 「.3.4 JU 前の ESRAS ユーティリティを使用する場合、名'種日 
グを参照できない装置があります。必ず ESMPRO/ServerManager Ve 「.3.8 W 降の ESRAS 
ユーティリティを使用してください。 

ESMPRO/ServerManager Ve 「.3.8 は、保守-管理ツール CD - ROM に登録されています。 
そこに含まれる ESRAS ユーティリティを使用してください。 


ページャ通報のモデムのセットアップ 

ページャ通報のモデムのセットアップは、 JU 下の手順で行ってください。 

• モデム接続の確認 

く OS 標準の八イパーターミナルを使用している場合> 

①[コント□-ルパネル]の[モデム]アイコンをダブルクリ、ソクし、モデムをインストールする。 
③アクセサリグループの[八イパーターミナル]を立ち上げ、モデムと接続するか確認する。 

③ キーボードか 6rAT」 と入力し、 <Enter> キーを押す。 

④ [0K] が表示されるのを確認する。 

[0K] が表示されず、 [0] が表示された場合はリザルトコードの表示形式を英語表示(こ変更して 
ください。 

く COMSTARZ MULT 旧目0を使用している場合> 

① キーボードか 6rATV1」 と入力し、 <Enter> キーを押す。 

② [0K] が表示されるのを確認する。 

③ キーボードか 6rAT」 と入力し、 <Enter> キーを押す。 

④ [0K] が表示されるのを確認する。 

必要に応じてこの設定をメモリ(こバックアップしてください。バックアップを実行せずに、モ 
デムの電源をオフ(こすると、変更した設定値は消えて、もとの值(この場合、リザルトコードの 
表示形式=数字）(こ戻ってしまいます。 

⑥キーボードか 6 rAT&W」 と入力し、 <Enter> キーを押す。 

⑥ [0K] が表示されるのを確認する。 
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• 設定ツール(アラートマネージャ）か5ページャ通報の設定 

①[コント□-ルパネル]の [ESMPRO/ServerAgent] アイコンをダブルクリ、ソクする。 

③[全般設定] プ□パティから [通報設定]ボタンをクリックする。 

③ アラートマネージャの[設定]メニューか6[通報基本設定]を選択する。 

④ [通報手段の設定]プ□パティの通報手段リストか6[ぺージャ通漸を選択して[設定]ボタンを 
クリ、ソク する。 

© 使用するシリアルポートを選択する。 

⑥ [0K] ボタンをクリックした後、[通報基本設定]ダイア□グボックスを閉じる。 

® [設定]メニューか6[通報先設定]を選択する。 

(D D リストか6ページャ通報を選択して[修正]ボタンをクリックする。 

(9) [宛先設定]ボタンをクリックして電話番号を登録する。 

メッセージを送る場合はメッセージも登録します。 [0K] ボタンをクリックしてください。 

⑩[スケジュール]ボタンをクリックして、通報リトライ、通報時間帯を設定する。 

初期値は、5分間隔で72時間後までのリトライ、24時間通報可能になっています。設定を終え 
た6 [0K] ボタンをクリックします。 

⑩通報先が2力所]: J 上ある場合は、通報先 ID を追加する。 

追加した場合、ツリーの監視イベントに通報先指定を追加してください。設定を終えた6、[通 
報先リストの設定]ダイア□グボックスを閉じます。 

⑩[設定]メニューから[通報基本設定]を選択する。 

⑩[通報手段の設定]プ□パティの通報手段リストにある[ページャ通報]の通報有効/無効ビット 
マップを有効(緑色）にする。 

W 上で、ページャ通報ができるようになります。 

アラート通報機能の設定は、オンラインヘルプ ( ServerAgent ヘルスを参照してください。 


コミュニティの変更について 

ESMPRO / ServerAgent 側の SNMP サービスのセキュリティ設定で、特定:コミュニティから 
の SNMP パケットのみ受信するようにデフォルトの 「 public 」 から変更した場合には、 
ESMPRO / ServerAgent に対してコミュニティの変更登録をしてください。 

① [コント□-ルパネル]の忙 SMPRO/ServerAgent] のアイコンをダブルクリ、ソクする。 

② [全般設定]シートの [SNMP の設定]にある [SNMP コミュニティさ)]リストボックスか6任意のコ 
ミュニティをを選択する。 

に NMP コミュニティ]リストボックス(こは受信対象のコミュニティをの一覧が表示されます。 

③ [0K] ボタンをクリックして終了する。 
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ディスク交換前の確認作業 

アラート通報されていないディスクを交換する場合は、下の手順で装置の番号を磕認して 
ください。 

① コマンドラインか 6rregedt32.exe」 を実巧する。 

「レジストリエディタ」が起動します。 

② U 下のサブキーを参照する。 

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥NEC¥ESMAgent¥Storage¥Reset 

上記のレジストリキーの下に接続されている装置のサブ羊一があります。このサブキーをの 
最後の数値が装置の番号です。 


監視イベントの通報について 

♦ アラート通報機能はシステムのイベント□グに登録されたイベント情報を元に通報を 
行っています。そのためイベントビューアのイベント□グの設定にてイベント□グの処 
理を[必要に応じてイベントを上書きする]に設定して<ださい。それじ(外の設定では通 
報がされません。 

♦ アラート通報機能の設定ツール（アラートマネージャ）の監視イベントツリーに登録され 
たイベントは 、 Alert Manager Main Service が起動していないとマネージャなどへ通報 
されません。また上記サービスが起動している場合でも、を通報手段の通報有効/無効 
フラグが無効になっていると通報されません。通報有効/無効フラグは、アラートマ 
ネージャの[設定]メニューから[通報基本設定]を選択し、[通報手段の設定]プ□パティ 
で設をします。同様に、システム起動時に Eventlog サービスが起動じ(前に発生したイべ 
ントについては通報できません。 

• アラート通報機能の設をツール(アラートマネージャ）の随報基本設赶一[その他の設赶 
において、シャットダウン開始までの時間を設をできます。初期値は20秒になっていま 
す。この値を初期値より短くした場合にシャットダウン時の通報が行われない場合があ 
ります。 

♦ 監視対象イベントの通報時に通報障害が発生した場合、エラーメッセージがイベント □ 
グに登録されます。この通報時に発生するエラーメッセージを監視対象イベントとして 
新規登録してしまうと、通報時のエラーを再度通報してしまうことになり、障害復旧時 
に大量の通報が行われてシステムの負荷が高<なり、性能が低下することになります。 
特に下記アラート通報機能のサービスが化力するイベントは監視対象としないでくださ 
い。 

Alert Manager ALIVE ( S ) Service 
Alert Manager Main Service 
Alert Manager Socket ( S ) Service 
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ESMPRO / ServerAgent 使用中のディスクに関する作業について 


ESMPRO / ServerAgent を使用中にディスク(八ードディスクや M 0 など)じ対する W 下のよ 
うな作業はできません。 

• ディスクアドミニストレータなどでのパーティシヨンのフォー マッ トや削除 
• M 0、 Zip 、 PD などのリムーバブルディスクのソフトウェアからのメディアの取り出し要求 

これらの作業は次の手順で行ってください。 

① WebUI を使用して本装置に接続する。 

② [メンテナンス]をクリックする。 

③ [夕ーミナルサービス Advanced Client] をクリ、ソクする。 

④ Administrator 権限を持つユーザーで□グオンする。 

⑥ [スタート]ボタンか6啟定卜[コント□-ルパネル]をクリックする。 

(6) [コント□-ルパネル]の[サービス]を開く。 

⑦ 「ESMCommonService」 という名前のサービスを選択後、[停止]ボタンをクリックする。 

⑧ 「ESMCommonService」 の停止を確認後、[コント□-ルパネル]の[サービス]を閉じる。 

(9) ディスク関連の作業を巧う。 

⑩再び[コント□-ルパネル]のけービス]を開き、 「ESMCommonService」 を選択後、[開始]ボタ 
ンをクリックする。 

⑩ 「ESMCommonService」 の開始を確認後、[コント□-ルパネル]のけービス]および[コント □- 
ルパネル]を閉じる。 


メモリ エラーのアラーム について 

メモリエラーのアラームがトラ、ソプとしてマネージャへ通報される場合に、マネージャ側の 
アラートビューアのバンク D の欄が空白になります。 ESMPRO / ServerAgent 側のイベント 
□グ内に同アラームに関する情報が格納されています。その内容を確認し保守員に連絡して 
ください。 


しきい値について 

ESMPRO / ServerManager からファン/電圧監視などのしきい値の表示/設定を行えないも 
のがありますが、 ESMPRO / ServerAgent は監視を行っており、異常が発生した場合はア 
ラートを発生します。 


アラートについて 

アラー トビ ユーアで 表示される アラー トの詳細情報は、 アラー トによって一部の情報が r 不 
明」と表示されるものがあります。 
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ソフトウエア ALIVE 、 ページャオンラインの表示情報について 

システム環境情報画面の RAS 情報の表示画面でソフトウエア ALIVE 、 ページャオンラインの 
表示は、ソフトウェア ALIVE 、 ページャオンラインの有効•無効にかかわらず常に r 不明」と 
表示されます。 


Win 32 SL サービスのイベント□グ出力について 

Wiri 32 SL サービスにアクセスしているモジュールを停止した場合等、 Wiri 32 SL サービスは 
アプリケーシヨンイベント□グにじ(下のメッセージを化力する場合があります。機能に影響 
はありません。 


ソース 

種類 

イベント ID 
説明 


Win32s に erv に e 


38 


応答のない MA を登録削除中 


CPU 負荷監視の警告イベント□グについて 

システムの一時的なリソース不足や高負荷率などが原因で、 0 S からパフォーマンス情報が 
取得できないことをお化した場合に ESMPRO / ServerAgent ではじ(下のイベント□グを登録 
しますが、システムの運用に特に問題はありません。 


ソース 

種類 

イベント ID 
説明 


ESMCpuPerf 

情報 

9005 

システムのパフォ- 
(Code 二 XXXX ) 


-マンス情報が取得できない状態です 


なお、情報が取得できない場合には、負荷率は0%として扱うため、連続して情報が取得で 
きない事象が発生した場合、 CPU 負荷率は実際値よりも低く表示される場合があります。 


フアンステータスについて 

ファンに異常が発生した場合、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「の SNMP データビューアと DMI 
データビューアで表示されるステータス(色)が異なりますが、どちらとも八ードウ エア 的な 
ファンの異常を示しています。サーバ内部で該当するファンの状態を磕認してください。 


電源ユニットステータスについて 

電源ユニットじ異常が発生した場合、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「の SNMP データビューア 
と DMI データビューアで表示されるステータス(色)が異なりますが、どちらとも八ードウェ 
ア的な異常を示しています。サーバ内部で該当する電源ユニットの状態を磕認してくださ 
い。 
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ESMPRO/ServerManager 


ESMPRO / ServerAgent がインストールされた本装置の運用と管理は管理〕ンピユータから 
[51\/|ド1^0/56「ソ6「1\/|311396「を使用して行います。 


n-O 本装置では Remote Wake Up 機能 （Wake On Lan ) を使用して、 ESMPRO / 
E 重 3 ServerMana 呂 er マシンか 5 サーバの電源投入 (Remote Wake Up 機能)を行うことびで 
きまず。この機能を使用ずるためには、 ESMPRO / ServerMana 呂 er マシン上のオペレー 
シヨンウィンドウで監視対象ヴー バのプ □パティ画面を起動し、 Remote Wake Up 機能 
MAC アドレスと Remote Wake Up 機能 IP ブ□—ドキヤストアドレスに値を設定ずる必 
要びあります。詳細については 、 Remote Wake Up 機能のオンラインヘルプを参照して 
<ださい。 


動作環境 

ESMPRO を動作させることができる八ードウエア/ソフトウエア環境は次のとおりです。 

n-O 製品ライセンスについて 

ESMPRO / ServerMana 呂 er は 、 Windows 2000 、 Windows NT 4.0 、Windows 
9 已 /98/ Me 上で動作しますび、1ライセンスにつき、1つの 0 S 上でのみ使用可能です。 


• ノ、ードウエア 

-インス!'''ールする装置 


-メモリ 

-八ードディスクの空き容量 
— モデム 

• ソフトウェア 


本装置または他の Express 5800/50、100シ 
リーズ 

NEC PC 98- NX シリーズ 
NEC PC - 9800シリーズ 

PC / AT 互換機 （Pentium IIW 上のマイク□プ □ 
セ、ソサを推奨） 

0 S の動作に必要なメモリ十20.0 M 巨 U 上 

70 MBW 上辯細については94ぺージを参照） 

モデムはページャ通報機能、 ALIVE 通報機能を使 
用する場合にのみ必要です。 

Windows Me /98/95 
Windows 2000 

Windows NT 4.0 (Service Pack 4 J ： i 上） 

H-O • Windows 9 己/ 98/ Me 上では、 
Systems Management Server 
( SMS ) および ARCserve との連携機 
能は使用できません。 

• Windows NT Server 4.0 Terminal 
Server Edition および Windows 
2000 Server , Advanced Server 
のターミナルクライアント上では 
ESMPRO/ServerMana 呂 er は動作 
しません。 
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• 推奨管理台数 1つの ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「で管理できる 

サーバの台数に制限はありませんが、運用上、管 
理できるサーバの台数の目安として、 W 下の値を 
参考としてシステムを構築してください。ただ 
し、システムに搭載しているメモリ容量や 
ESMPRO/Se 「 ve 「 Manage 「と同時に動作させる 
アプリケーシヨンの有無じよつて管理できるサー 
バの台数が減少する場合があります。 

Windows 2000 /Windows NT : 250台程度 
Windows 95/98/ Me : 100台程度 


セットアップを始める前に 

インス I -ールならびにセツトアップの前に必ずお読みください。 


ネットワークサービスの設定 

プ〇トコルは TCP/IP を使用します。 TCP/IP が正常に動作するように設定を行ってくださ 
い。 NetWare サーバの管理を行う場合は、さらに、 NetWare クライアントとして使用するた 
めに必要なプ〇トコルの設定を行ってください。 


セ夺ュリティの設定 〜 ESMPRO ユーザー グループの設定〜 

• Windows NT 4.0 で動作するコンピュータにインス I ルする場合 

管理ツ—ルの[ユ—ザマネ—ジャ]で ESMPRO/ServerManager を使用するためのセキュ 
リティとして ESMPRO ユーザーグループを追力□する必要があります。 

♦ Windows 20日0で動作するコンピュータにインス I ルする場合 

管理ツールの[コンピューターの管理]-[□一カルユーザーとグループ]-[グループ]で 
ESMPRO/ServerManager を使用するためのセキュリティとして ESMPRO ユーザーグ 
ループを追力□する必要があります。 

これらの場所で設をしたグループを（デフォルトは 「 NvAdmin 」） をインス I ル時に指定して 
ください。 

I n-O ESMPRO ユーザーグループをグ□—バルグループとして登録する場合は、同じ名前の □— 
カルグループび存在しないようにしてください。また、バックアップドメインコント□ーラ 
の場合は必ずグ□ーバルグループを指定するようにしてください。 
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インストール時に必要なディスク容量の確認 

ESMPRO / Se 「 ve 「 Ma ^ lage 「をインストールする八ードディスクには、約 70 M 目の容量が必要 
です。 

ただし、インストールを行うドライブのクラスタサイズによって実際に必要なディスク容量 
は変化しますのでを意が必要です。 

また、インストール時には、上記のディスク容量に力□えて環境変数 TEMP で示されるディレ 
クトリに作業用ファイル(約1 0 MB ) が作成されます。 

環境変数 TEMP が設をされていない場合は、任意のディレクトリ（通常はシステムディレク 
トリ）に作業ファイルが作成されます。 


運用中に必要なディスク容量の確認 

インストール時に指定したディレクトリに十分な空き容量を用意して使用してください。デ 
フォルトでは、システムドライブの r ¥ P 「 og「am Files ¥ ESMPRO 」 が設走:されています。 
運用時に追力□されるファイルにはじ(下のものがあります。必要となるディスク容量を計算す 
るときの目安じしてください。 

• 統計情報自動収集 

対象サーバに ESMPRO/ServerAgent Ver . 3.0 JU 降がインス I ルされている場合は1回 
の情報収集につき約 20 KB のディスク容量が必要です。 

対象サーバに ESMPRO/ServerAgent Ve 「.2.6 J ： i 前がインストールされている場合は1 
サーバにつき約 1 MB のディスク容量が必要です。 

• アラート情報 

アラート1件につき、約 1 KB のディスク容量が必要です。 

• その他 

オペレーションウインドウ上に登録されたサーバの管理のために上記外に約 10 M 目の 
ディスク容量が必要です。 


旧パ’ージョンの ESM ( PRO )/ ServerManager がすでにインストールされている場台 

ESM/ServerManager Ver . 2.0/2. 1 . または ESMPRO / ServerManagerVer . 2.6/3.0〜 3.7 
がインストールされている場合は、 ESMPRO/ServerManager Ver .3.8 にアップデートイン 
ストールすることができます。ただし、 Ve 「.2.6 JU 前の[51\/|ド1^0/56「ソ6「1\/|311396「の場合 
は、アラートデータが引き継がれません。 

上記]: i 外のバージョンの ESMPRO / ServerManage^syvx I ルされている場合は、対応 
するバージョンのセツトアッププ□グラムを使用してアンインストールした後にインストー 
ルをしてください。 
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トピスる w 


Alert Manager Socket 厮 Se... 


m 

閲お 
問化 
閱り台 
閲始 
閉お 
開り台 


Dmi Event Watcher 
ESM Alert Service 
ESM Base Service 
ESM Command Service 
ESM Remote Map Service 
ESM/SM Base Service 
ESMPRO/SM Base Service 


最大レジストリサイズの設定 

Windows NT Works ね tion で動作するコンピュータにインストールする場合じは、レジス 
トリサイズを十分なサイズに変更する必要があります。最大レジストリサイズを 12 MB 程度 
じ変更してください。最大レジストリサイズは、[コント□ールパネル]の[システム]で変更 
できます。 

ただし、£31\/|ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「のインストール中にレジストリクォータ不足のメッセー 
ジが表示された場合は、最大レジストリサイズをさらに大きな値に変更してください。その 
後、£31\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「をアンインストールして、再度 ESMPRO/ServerManager 
をインストールしてください。 


インストール 

[51\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「のィンス I —ルは保守-管理、ソール CD - ROM の 「Install Menu 」 
から行います。 


インストール前の注意事項 

インス I -ールを始める前に次のを意事項をお読みください。 


• Windows 9日/ 98/ Me の場合 

すでに ESMPRO / Netvisor がインストール済みである場合は、 ESMPRO / 
36「ソ6「1\/|311396「のインストールを行う前に、次の手順に従って ESMPRO / Netvisor の 
サービスを停止させてください。サービスの停止を行わなくてもインストールできます 
が、セットアッププ□グラムの起動にかなりの時間がかかることがあります。 

1. スタートボタンか6、口 □グラム]-拒 SMPRO] の順でポイントし、[サービス制御]をクリック 
する。 

[サービス制御]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

2 . —覧(こ表示されているすべてのサービス 
を停止させる。 




信止の 

白斬延） 


開じるが 


、ルフ化） 


他の ESMPRO 製品を同じマシンにインス I ルする場合 

他の ESMPRO 製品の中には、インストール時に、£31\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「じ含まれるコ 
ンポーネント（統合ビューアなど）との連携情報を登録するものがあります。 
ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「を後じインストールするとこの連携情報が登録されないことにな 
るため、£31\/1ド1^0/56「ソ6「1\/13113が「のインス I —ルを先じ行ってください。 


反サービスお刪 


^勤勤勤旣勤敎 

05^白白白白白白 
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• Windows 2000 /Windows NT 4.0 の場合 

すでに存在するディレクトリにインストールする場合、そのディレクトリに ESMPRO / 
36「ソ6「1\/1311396「が動作するのに必要なアクセス権が設定されていないと正常じ動作でき 
な < な LJ ます。 

存在しないディレクトリに ESMPRO / Se 「 ve 「 Ma ^ lage 「をインス I -- ルする場合は夕のア 
クセス権がインストーラじよって設をされます。 

Administrators Full Control ( AII )( AII ) 

Everyone Read ( RX )( RX ) 

NvAdmi が Full Control ( AII )( AII ) 

SYSTEM Full Control ( AIIXAII ) 

* インス I -ール時に指定:した ESMPRO ユーザグループをとなります。 

• アップデートインス!-ールについて 

すでに ESMPRO / ServerManager^V 
ンス I -ールされている場合は、システ 
ムの調査終了後にちのメッセージが表 
示されます。画面の指示に従って処理 
してください。 

なお、上記 W 外のバージョンがインス 
卜ールされている場合にはアップデー 
トインストールは行えません。対応す 
るバージョンのセットアッププ□グラ 
ムを使用してアンインス I -ールした後 
にインストールを行ってください。 


巧) 


徵織迸盛避解，ます。 


八はい ( yJI 


UI 1 え (.N)J 


インストール手順 

1. Windows 2000/Windows NT 4.0 の場合は、 Administrators 権限を持つユーザーで□グオンす 

ち ) 〇 

2. 「保守-管理ツール CD-ROM」 を CD-ROM ドライブにセツトする。 

• L 回 

本体に接続された CD - ROM ドライブ、またはネットワーク上で共有された CD - ROM ドライブで 
もかまいません(じ(下、これらをまとめて「 CD - ROM ドライブ」と呼ぶ)。 



ネットワーク上の CD-ROM ドライブか5実行ずる場合は、ネットワークドライブの割り当てを 
行った後、そのドライブの r¥IMENU¥l ST.EXE」 を実行してください。エクスプ□—ラのネッ 
トワークコンピュータか5は起動しないでください。 

Automn 機能により [Install Menu] が自動的(こ表示されます。 
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3. [ESMPRO] をクリックする。 

ESMPRO セットアップが起動し、メイン 
メニューが表示されます。 


4. ESMPRO セットアップのメインメニユー 
で [ESMPRO/ServerManager] を選択す 

な0 

•L 回 

0 S の種類に合わせて、還択できるメ 
ニユーが変わります。（インストールで 
きないものは、グレー表示になります） 



W-OI 


ダブルクリックでメニューを還択すると同じダイア□グボックスを2つ表することがあり 
ます。[終了]ボタンをクリックしてどち5か一方のダイア□グボックスを閉じてください。 

セットアップの実行中に[キャンセル]ボタンをクリックすると、インストールを中止ずる 
かどうかをたずねるメッセージび表示されまず。メッセージボックスで[中止]ボタンをク 
リックするとインストールを中止できます（メインメニューは表示されたままです）。ただ 
し、違中までセツトアップされたファイルの削除は行われません。 


己.[インストール]をクリックし、[次へ]ボ 
タンをクリ 、ソク する。 

じ(降はダイア□グボックス中のメッセー 
ジに従って操作を進めてください。 

セットアップが終了するとインストール 
の完了を® 6せるダイア □ グボ、ソクスが 
表示されます。 



6 . [0K] ボタンをクリックし、システムを再 

起動する。 


み 


回 


絲^骗心 


ザ す‘ 


るには巧を勤びぶ要です。 
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補足説明 

[51\/1ド1^0/56「ソ6「1\/131196「をィンストールした場合は、次の点じついて磕認してください。 


ディスクアレイ監視について 

ESMPRO / ServerManagertt 、 Mylex 、 AMI のディスクアレイシステムを監視できます。た 
だし、コンフィグレーションの変更などの管理は、ディスクアレイシステム専用の管理ツー 
ルをご利用ください。ディスクアレイコント□ーラごとの管理ツールは次のとおりです。 


型名 

ディスクアレイコント□—ラボードの種類 

管理 ツールの 種類 

N8 103-52 

Mylex AcceleRAID 160 


N8 103-53 

Mylex AcceleRAID3 己2 


N8503-12 

Mylex DAC960PDU 


N8503-18 

SCSI コント□-ラ(ディスクアレイ用） 


N8503-19 

Mylex DAC960PG(4M 目 SIMM) 


N8己 03-28 

Mylex DAC960PG(32MB SIMM) 


N8己 03-36 

Mylex DAC960PJ 

Global Array Manager (Client) 

N8503-36A 

Mylex DAC960PJ 

N8己 03-43 

Mylex DAC1164P(3 チヤネル） 


N8己 03-44 

Mylex DAC960PTL 


N8己 03-49 

Mylex DAC1164P(2 チヤネル） 


N8503-52 

Mylex AcceleRAID 160 


N8已 03-53 

Mylex AcceleRAID352 


- 

本体内蔵ディスクアレイコント□ーラ 


N 8503 -60 

AMI MegaRAID Elite 1500 


N8己 03-60A 

AMI MegaRAID Elite 1500 

Power Console Plus 

N8己 03-61 

AMI MegaRAID Enterprise 1500 



表は ESMPRO がサポートするディスクアレイコント□-ラボードです。 

を装置がサポートするディスクアレイコント□ーラボードと異なる場合があります。 


旧バージョンの ESM エージェントの管理を巧う場含 

この [51\/| ド 1^0/56 「ソ 6 「 1\/|311396 「で | 日バージョンの [51\/| ド 1^0/56 「ソ 6 「八 96 がを使用している 
サーバも 管理できます。ただし、表示できない項目があります。 

ESMPRO / ServerAgent 側も最新バージョンにアップデートすることをお勧めします。 
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セ夺ユリテイについて (Windows 2000 /Windows NT 4.0 のみ） 

ESMPRO/Se 「 ve 「 Manage 「を使用するためのセ丰ュリテイとして、 ESMPRO ユーザーグ 
ループを設定してください。管理ツールのユーザーマネージャで ESMPRO ユーザーグルー 
プを作成し、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Mamge 「を使用するユーザに、この権限を与えてください。 
使用する ESMPRO ユーザーグループはインス I -ール時に指をし、デフォルト 「 NvAdmin 」 と 
なっています。 

また、このセキュリテイを有効に機能させるために ESMPRO / Se 「 ve 「 Mamge 「は NTFS のド 
ライブにインストールすることを推奨します。 

ESMPRO ユーザーグループをグ □ ーバルグループとして登録する場合は、同じを前の □ 一 
カルグループが存在しないようにしてください。また、バックアップドメインコント□ーラ 
の場合は必ずグ□ーバルグループを指定するようにしてください。 


他社製 SNMP 管理アプリケーシヨンとの共をについて 

SNMP トラップの受信を行う他社製 SNMP 管理アプリケーシヨンと ESMPRO / 
Se 「 ve 「 Manage 「とが共存している場合は、トラップ受信ポートの競合が発生し 、どちられ一 
方の製品で SNMP トラップを受信できな<なることがあります。そのような場合は、下記に 
示す方まで回避することができます。 


【回避策リ （Windows 2000 /Windows NT 4.0 のみ） 

他社製 SNMP 管理アプリケーションが OS 標準の SNMP Trap Service を使用したトラ、ソ 
プ受信をサポートしている場合は、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Marage 「の設定を夕に説明する方 
まで変更することで回避することができます。 

ESMPRO / ServerManager のオペレーションウインドウから[オプション]一[カスタマ 
イズ]一 [ 自マネージャ]で [ SNMP トラ、ソプ受信方法]を [ SNMP トラ、ソプサービスを使用 
する]に変更する。 

Pl; SNMP トラップサービスは SNMP サービスを組み込むことで同時に組み込まれますが、 

初期状態ではサービスは開始していません。コントロールパネルのサービスを起動し、 
SNMP Trap Service を開始させてくださし、（スタートアップの種類を[自動]に設をして 
おくと便利です）。 

ただし、 W 下の制限があります。 

• NetWare サーバからの1ド乂プ〇トコルによるトラップを受信した場合、発信元のホス 
卜を（サーバを）を特定できません。 

• オペレーションウィンドウの[オプション]一[カスタマイズ]一[動作環境]で設定す 
る、 SNMP コミュニティをによるトラップパケットの受信制限機能が使用できなく 
なります。 
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【回避策2】 


次に説明する ESMPRO / ServerAgent の「高信頼性通報機能*」を使うと、 ESMPRO / 
36「ソ6「1\/1311396「のアラート受信機能を正常に動作させることができます。 

• サーパから ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「へのアラート転送を独自プ日トコルで送信す 
ることじより、アラートを確実に転送する機能。設を手順については ESMPRO / 
36「ソ6「1\/1311396「のマニュアルを参照してください。 

ただし、下の制限があります。 

参他社製 SNMP 管理アプリケーションの SNMP トラップ受信機能の動作は保証できま 
せん。 

• ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent ( NetWa 「 e 版)では高信頼性通報機能をサポートしていませ 
ん。 

• ESM/SM Ver .1.0 のエージェントでは高信頼性通報機能をサポートしていません。 

• アラート通報先として設を可能な数はエージェントのバージョンによります。 

Ver . 2.0/2.1: 1力所 

Ver .2.6: 16力所 

Ver . 3.0〜3.致 制限なし 


ESMPRO/ActiveRecoveryManager および CLUSTERPRO / 
ActiveRecoveryManager との共巧時の運用について 

同ーマシンに ActiveReco very Manager の仮想 IP アドレスを使用するプ□グラムと 
[51\/1 ド 1^0/5 げソ 6 「 1\/|311396 「が共存する場合は、 £31\/| ド 1^0/56 「ソ 6 「 1\/|311396 「が正常に動作で 
きないことがあります。£31\/1ド民0/56「ソ6「1\/1311396「を使用するときには仮想1ドァドレスを使 
用するプ□グラムを停止してください。 


Remote Wake Up 機能を用いて起動されるシステム側の運用上の注意 

Remote Wake Up 機能を利用してシステムの電源を ON じするとき、システムの起動ドライ 
ブが正しく設定されていなかったり、フ□、ソピーディスクドライブにフ□、ソピーディスクが 
投入されたままの状態になっている場合にはシステムが起動できない場合があります。 


サスペンド/リジューム機能を要するマシンでの動作について 

サスペンド/リジューム機能を使用すると、£31\/^民0/56「ソ6「1\/1311396「の動作が不安定じな 
る場合があります。この場合はサスペンド/リジューム機能を使用しないでください。 


Windows か5 □ グオフずる場合 

データビューアを停止後□グオフしてください。データビューアを起動したままの状態で □ 
グオフすると、ポップアップメッセージが表示される場合がありますが、メッセージを閉じ 
ると□グオフすることができます。 


100 







データビューアか 5 の DMI による電圧のしきい値設定について 

データビューアから DMI による電圧のしきい値設定を行う場合、操作が完了してから設定が 
反映されるまでに多少時間がかかることがあります。 

また、 DMI コンポーネントがインストールされたマシンが電圧のしきい值設定に対応してい 
ない場合、しきい値設定に失敗します。 


グラフビユーアの動作について 

グラフビューアを起動後すぐに最小化して、タスクバー上のグラフビューアのアイコンをク 
リックしても、警告音が鳴り、グラフビューアが元のサイズに戻らないことがあります。こ 
の現象はグラフビューアの初期化処理中に発生しますが、何回か操作を繰り返せば元のサイ 
ズに戻すことができます。 


ESMPRO / ServerManager 間通信での DMI イベントの転送について 

ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「間通信では DMI ィべントは転送しません。 


他の DMI 管理アプリケーションとの共をについて 

他の DMI 管理アプリケーションが同ーマシンにインス I ルされている場合、データビユー 
アでの DM 晴報の表示やアラートビユーアでの DMI イベン 卜の受信が正常に動作しないこと 
があります。 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「と他の DMI 管理ァプリケーションは共存させなぃょ 
うにしてください。 


複数のネットワークに属する ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「マシンでの 
DMI イベントの受信について 

複数のネットワークに属する(複数の IP アドレスを持つ)マシンに ESMPRO/ServerManager 
をインス I ルした場合 、 Windows NT 4.0 では同じイベントを重複して受信することが、 
Windows 95/98/ Me ではイベントを受信できないことがあります。 

Express サーバ/ワークステーションからの障害通報には SNMP トラップを使用してくださ 
い。 


複数のネットワークに属する ESMPR 0/ Se ^ ve ^ Agent マシンか5の 
DMI イベントの受信について 

複数のネ、ソトワークに属する(複数の IP アドレスを持つ)マシンからの DMI イベントは受信で 
きないことがあります。 

Express サーバ/ワークステーションからの障害通報には SNMP トラップを使用してくださ 
い。 
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DMI コンポーネントのインスIルされたマシンの管理について 


ESMPRO/Se「ve「Manage「&DMTF(Desktop Management Task Force) が規定している 
DMI(Desktop Management Interrace)2.0 Conrormance Requirements (こ対化、してし^ま 
す。 


データビューアではじ(下の MIF グループから情報を取得しています。 


DMTF I Processor 1001 -009 

DMTFlSystem Memory Settings|001 

DMTF I Motherboard 1 001 

DMTF|Keyboard|001-003 

DMTF I Mouse 1001-004 

DMTF I Pointing Device|001 

DMTFlParallel Portsi001-003 

DMTFlSerial Ports|001-004 

DMTF|Disks|001-003 

DMTF I General Information! 001 

DMTF I Memory DevicelO01-004 

DMTF I Memory Array Mapped Addresses! 001-002 

DMTF I Memory Device Mapped Addresses|001-002 

DMTF I Physical Memory Array|001-002 

DMTFlOperating System 1001 

DMTFlPhysical Container Global Table|001-002 

DMTF I System BIOS|001 

DMTF I System Cache 1001-003 

DMTF I System Slot|001-004 

DMTFiVideo B10S|001 

DMTF|Video|001-004 

DMTF I Network Adapter 802 Port 1 001 

DMTF I Network Adapter Drive。 001 

DMTF I Power Supply|001-002 

DMTF I Cooling Device|001-002 

DMTFiDisk Controller|001-002 

DMTFlDisks Mapping Table|001 

DMTF|FRU|001-002 

DMTF I Operational State 1001-003 

DMTF I Mass Store Mapping Table|001 

DMTFlMass Store Segment TableiOOl 

DMTFiMass Store Logical Drives TableiOOl 

DMTFlMass Store Array Info Table|001 

DMTFiBus Global Table|001-002 

DMTFlPhysical Expansion Sites Table|001-002 

DMTF I Power Unit Global Table|001 

DMTFiCooling Unit Global Table! 日 01 

DMTF I Partition 1001-002 

DMTFlLogical DriveslOOl 

DMTFl Temperature Probe|001 

DMTF I Voltage Probe|001 

DMTFlPhysical Memory1001-002 

DMTF I Monitor Resolutions|002 

DMTFlDynamic States 1001-002 

DMTF I Portable Battery 1001-002 

DMTF I System Resources|001 

DMTF I System Resources 21001 

DMTF I System Resource IRQ InfoiOOl 

DMTF I System Resource DMA lnfo|001 

DMTF I System Resource I/O lnfo|001 


DMTF I System Resource Memory Info 1 001 
DMTF I System Resource Device lnfo|001-002 
Health Contributor!Disk Space! 001 
Health Contributor!Disk Failure Prediction! 001 
Health Contributor!Parity Error Detection1 001 
Health Contributor!Virtual Memory|001 
Health Contributor|Fans|001 
Health Contributor|Temperaturesi001 
Health Contributor|Voltages|001 
Health Contributor! Intrusion Detection1 001- 
002 

Health Contributor!POST Error Detection1 001 

Health Contributor!Boot Virus Detection1 001 

InteliBaseboard Extensions|001 

Intel I Memory Controlled 001 

IntellVideo Extensions|001-002 

Intel I Driver lnfo|001-002 

Intel I Mouse Extensions! 001-002 

Intel I Keyboard Extensions 1001-002 

Intel I Waveform Audio 1001-002 

IntellMIDI Audio|001-002 

IntellAuxiliary Audio|0 日 1-002 

Intel I Driver Information! 002 

lntellGetOSType|001 

I ntel I GetOS Version 10 日 1 

I ntel I EnvironmentVars 1001 

lntel|NTUserEnvironmentVars|001 

lntel|\A/inTasks1 61002 

Intel I WinTasks 321002 

IntellProcessL 帥002 

I ntel I NTDrivers 1001-002 

I ntel I DeviceDriverChainl 002-003 

Intel I Driver Extensions|001 

lntel|TCPIP|001 

I ntel IN が Connections 1001 

I ntel I System Resources ExtensionsiOOl 

LANDesk I Software 1 001 






アラー トビ ユーアでは JU 下の MIF グループの Event を 受信し ます。 


EventGeneratio"DMTF へへ Cooling Device 
EventGene 「 ation|DMTF へへ Disk Controller 
EventGenerationiDMTF へへ Disks 

Event 日 enerationiDMTF へへ Mass Store Logical Drives Table 
EventGenerationiDMTF へへ Physical Container Global Table 
EventGenerationiDMTF へへ Physical Memory Array 
EventGenerationiDMTF へへ Power Supply 
EventGenerationi DMTF へへ Processor 
EventGenerationl DMTF へへ Temperature Probe 
EventGenerationi DMTF へへ Voltage Probe 
EventGenerationl Intel へへ Baseboard Fans 
EventGenerationi Intel へへ Baseboard Temperatures 
EventGenerationl Intel へへ巨 0 ot Virus Detection 
EventGenerationl Intel へへ Chassis Fans 
EventGenerationl Intel へへ Chassis Temperatures 
EventGenerationl Intel へへ Disk Failure Prediction 
EventGenerationl Intel へへ Disk Space 
EventGenerationl Intel へへ Intrusion Detection 
EventGenerationl Intel へへ Parity Error Detection 
EventGenerationl Intel へへ POST Error Detection 
EventGenerationl Intel へへ Processor Fans 
EventGenerationl Intel へへ Processor Temperatures 
EventGenerationl Intel へへ Virtual Memory 
EventGenerationl Intel へへ Voltages 

アラートビユーアでは DMI Event のすべてを受信しますが、上記グループじ(外か、上記グ 
ループでも DMTF 標準あるいは NEC 拡張]: i 外の Event Type を持つ場合は、アラートタイプ 
は Unknown となり、データビューアとの連携は不可となります。 


高負荷状態での ESMPRO / ServerManager の使用について 

CPU 使用率100%の状態が長<続いた場合など、非常に高負荷な状態で運用した場合、 
「ESM Base Service と通信できなくなりました」というメッセージが表示される場合があり 
ます。 

通常 ESMPRO アプリケーシヨンは ESM Base Service との通信を行っていますが、高負荷 
のため、通信がタイムアウトで切断されてしまった場合に、このメッセージが表示されま 
す。 

このメッセージが表示された場合は、マシンの負荷を下げてから再度アプリケーションを起 
動してください。 


DHCP の使用について 

ESMPRO/Se「ve「Marage「ttlP7 ドレスを元に管理を行っています。そのため IP アドレスが 
動的に変わる DHCP は使用できません。 
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ESMPRO/ServerManager と ESMPRO/ServerAgent 間のパケット 
の送受信について 


[51\/1ド1^0/56「ソ6「1\/|311396「と[51\/|ド1^0/56「ソ6「八96が間では、下のようなタイミングで 
パケットの送受信が行われます。 

WAN での接続など、課金が問題となるようなシステムでの運用には十分ごを意<ださい。 
• オペレーションウィンドウによるサーバの自動発見時 

• オペレーションウィンドウによるサーバの定常的な自動発見を設をした後、指定された 
インターバルで 

• オペレーションウィンドウより DMI エージェントがチェックされているサーバの削除を 
行ったとき 

• オペレーションウィンドウより DMI エージェントの登録を行ったとき 
• オペレーションウィンドウより DMI エージェントを Off にしたとき 
• オペレーションウィンドウより DMI エージェントを On にしたとき 
• オペレーションウィンドウより Remote Wake Up 実行時 
• オペレーションウィンドウよりマネージャ間通信の設を後、不定期に 

• SNMP トラップ受信時 

• DMI イベント受信時 

• 0S 起動時、オペレーションウィンドウじ登録されているすべての DMI エージェントに対 
して 

• データビューア起動後、約1分おきに 
• グラフビューア起動後、約1分おきに 

• 統計情報自動収集設を後、指定されたサーバに対して指をされたインターバルで 
• サーバ状態監視のための約1分おきのを期的なポーリング * 

* オペレーションウィンドウのサーバアイコンのプ□パティで、"サーバ状態監視Iを 
Off にすることにより回避することができますが、オペレーションウィンドウ上のア 
イコンの色にサーバの状態が反映されな<なります。 


アラー トビ ユーアの オプシヨン設定について 

アラートビューアのオプション設をを変更し、 [0K] ボタンをクリックした後に、アラート 
ビューアを起動したまま 0S のシャットダウンを行うと、変更された設定が保存されません。 
設定変更後 0S のシャットダウンを行う前に、アラートビューアを終了させてください。 





SNMP Trap 送信先の設定について 

SNMP Trap の送信先として127.0 .0. 1は設定しないでください。 


アラートビユーアに SNMP トラップを表示させないようにするには 

本パージョンでは、 ESMPRO / ServerAgent がインス I — ルされていない機器からの SNMP 
トラップの 内容も アラー トビ ユーア 上に表示されます。この場合、 アラー トビ ユーアでの 夕 
イプ欄には 、 SNMP Trap と表示されます。 

これらの情報をアラートビユーアに表示させたくない場合は、 W 下の記述を 
$ WORKDIR ¥ public ¥ t 「 ap ¥ use 「. def に追力□してください。このファイルがない場合は、新 
規に作成してください。 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage ^ C :¥ P 「 og「am Files ¥ ESMPRO にイン 
ストールした場合、 $ W 0 RKDIR は C :¥ P 「 og 「 am 刊 es ¥ ESMPRO ¥ NVWORK となります。 

# SNMP トラップを受信しない。 

Enterprise: * 

GenericCode: 0 
SpecificCode: * 

Logging: 0 

Enterprise: * 

GenericCode:1 
SpecificCode: * 

Logging: 0 

Enterprise: * 

GenericCode: 2 
SpecificCode: * 

Logging: 0 

Enterprise: * 

GenericCode: 3 
SpecificCode: * 

Logging: 0 

Enterprise: * 

GenericCode: 4 
SpecificCode: * 

Logging: 0 

Enterprise: * 

GenericCode: 5 
SpecificCode: * 

Logging: 0 

Enterprise: * 

GenericCode: * 

SpecificCode: * 

Logging: 0 
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Windows 9 日 (0 SR 2) デスクトップ管理ツールについて 


Windows 95( OSR 2) 付属のデスクトップ管理ツールと、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「の DMI 
イベント受信機能は共存することができません。 


【回避策1】 


DMI じよるサーバの管理（イベントの受信）を行う必要がない場合は t (下の手順じより、 
ESMPRO / Se 「 ve 「 Marage 「の DMI イべント受信機能を使用しないようにしてください。 

スタートメニュ ー- ^プ□グラムー ESMPRO ーサービス制御を実行し 、 Dmi Event 
Watcher を働作していれば)停止させ、"自動"起動から"手動"起動に変更する。 

この後 0 S の再起動を行う必要はありません。なお、本回避策を実行しても、 SNMP 卜 
ラップは通常どおりアラートビユーアに表示されます。 


【回避策2】 


DMI じよるサーバの管理（イベントの受信）を行う必要がある場合は下の手順により、 
デスクトップ管理ツールを削除してください。 

1. スタートメニュ ー- ^プ□グラムー ESMPRO ーサービス制御で Dmi Event Watcher を 
(動作していれば)停止させ、"自動"起動から"手動"起動に変更 

2. ここで OS の再起動 

3. コント□ールパネルーアプリケーションの追力□と削除でデスクトップ管理を削除 

4. ここで OS の再起動 

5. スタートメニュ ー- ^プ□グラムー ESMPRO ーサービス制御で Dmi Event Watcher を 
自動に変更 

6. ここで OS の再起動 

7. スタートメニュ ー- ^プ□グラムー ESMPRO ーサービス制御で Dmi Event Watcher が 
開始状態になっていることを磕認 

デスクトップ管理ツールは、 DMI 管理アプリケーションからの要求に応じて、動作して 
いるコンピュータの一般的な情報を返却するアプリケーションです。 

情報の参照を行う DMI 管理アプリケーションが特にいなければ、削除しても問題ありま 
せん。 


ESMPRO / ServerManager での DMIIE — ジェント監視について 

一台の D M I エージェントに対して、複数の D M I 管理マネージャ （E SMPRO / 
ServerManager、Intel Landesk Client Manager など)から同時にアクセスすると、一時的 
じ DMI エージェントからデータが返却されなくなり、データビューアのツリーが正しく表示 
されないことがあります。そのような場合は、しばらく待ってからツリーの再構築を行って 
ください。 





ESMPRO ユーヴーグループ (デフ ォルト NvAdmin ) について 

ESMPRO/Se「ve「Manage「はESMPROユーザーグルースデフォルトNvAd^^in)によリセ 
キュリティの管理を行っているため、この情報にアクセスできないと起動することができま 
せん。 

U 下の点にごを意<ださい。 

♦ ESMPRO/Se「ve「Manage「のインスl -- ル後、 ESMPRO ユーザーグループの削除/名) 
称変更などは行わないで < ださい。 

♦ ESMPRO ユーザーグループをグ□ーバルグループとして登録している場合、 ESMPRO / 
Se 「 ve 「 Manage 「マシンの起動前にドメィンコント□ーラが起動するょぅじ運用を行って 
ください。 


夕ーミナルクライアントでの動作について (Windows 2000/Windows NT4.0) 

Windows NT Server 4.0 Terminal Server Edition および Windows 2000 Server , 
Advanced Server の夕ーミナルクライアント上では[51\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「は動作しま 
せん。 
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Alert Manager Socket(R) Se... 


■if 

胡お 
開化 
問化 
閲お 
閱化 
開化 


Dmi tvent Watcher 
ESM Alert Service 
ESM Base Service 
ESM Command Service 
ESM Remote Map Service 
ESM/SM Base Service 
ESMPRO/SM Base Service 


サービスを w 纖 ストげが 






アンインストール前の注意事項 

アンインストールを始める前に次のを意事項をお読みください。 

Windows 9 日 / 98/Me の場合 

♦ すでに ESMPRO / Netvisor がインストール済みである場合は、 ESMPRO / 
36「ソ6「1\/1311396「のアンインス I ―ルを行う前に、次の手順に従って ESMPRO/Netvisor 
のサービスを停止させてください。サービスの停止を行わな<てちアンインストールで 
きますが、セットアッププ□グラムの起動にかなりの時間がかかることがあります。 

1. スタートボタンか6、口□グラム]- [ESMPRO] の順でポイントし、[サービス制御]をクリック 
する。 

[サービス制御]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

2. —覧に表示されているすべてのサービス 
を停止させる。 


♦ 何らかのサービスが起動していると、アンインストール処理が遅くなることがありま 
す。アンインス I -- ルを行う前にスタートボタンから[プ□グラム]- [ ESMPRO ] をポイ 
ントし、[サービス制御]をクリックし表示されたダイア□グボックスで一覧に表示され 
ているすべてのサービスを停止させてからアンインス I -ールしてください。 

ESMPRO/ActiveRecoveryMana 呂 e 「、 CLUSTERPRO/ 
ActiveRecoveryMana 呂 er 、 および ESMPRO/AlertManager との共巧時のアンインス 
I -ールについて 

上記製品をインストールしている場合は、これらを先にアンインストールしてから 
[51\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「をアンインス I -ルしてください。 

他の ESMPRO 製品との共巧時のアンインス I ルについて 

ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「と他の ESMPRO 製品が共存している場合じ ESMPRO / 
56「ソ6「1\/|3前96「をアンインス I ルした場合は、システムを再起動してから使用を再開して 
ください。 

ESMPR 日 / Netvisor との共存時に、 ESMPR 日 / Netvisor をアンインストールした場合について 

[51\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「と[51\/1ド1^0/^1：ソ150「と[51\/1ド1^0/^1：ソ150「ルータ管理をイン 
ストールしている場合、 ESMPRO / Netvisor と ESMPRO / Netvisor ルータ管理をアンインス 
I -- ルし、 ESMPRO / ServerManager だけで運用すると、オペレーシヨンウィンドウが「定 
義ファイルに不整合箇所が見つかりました。ファイル内容を修正するかファイルを削除して 
ください。」と表示して起動できなくなります。 


アンインストール 

[31\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「のアンインス I -ルの方まについて説明します。 


サービスま I 削 




i 勤勤旣動勤勤 
一白白白白白白 
























ダイア□グボックスに表示されたファイルを削除すると起動できるようになります。次の 
ファイルが削除対象じなります。 


IPM 1 .DEF 

同様に、 ESMPRO / ServerManager ^ ESMPRO / NetvisorchESMPRO/Netvisor HU 目管理 
をインストールしていたときじ、 ESMPRO/Netvisor と ESMPRO/Netvisor HUB 管理をア 
ンインストールして[51\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「だけで運用しようとすると、オペレーション 
ウィンドウが r 定義ファイルに不整合箇所が見つかりました。ファイル内容を修正するかファ 
イルを削除してください。」と表示して起動できなくなります。 

この場合もダイア□グボックスじ表示されたファイルを削除すると起動できるようになりま 
す。次のファイルが削除対象になります。 

AT 310 EM 1 .DEF 
ATHU 巨 M 1 .DEF 

この他の組合せでも ESMPRO/Netvisor と他の ESMPR 0 関連製品を同時にインス I -- ルし 
ている状態から、 ESMPRO/Netvisor のみをアンインス I ルした場合や AMIB 定義ファイ 
ルをユーザーが独自に作成している場合に、オペレーションウィンドウが起動できなくなる 
ことがあります。この場合もダイア□グに r 定義ファイルに不整合箇所が見つかりました。 
ファイル内容を修正するかファイルを削除してください。」というメッセージとともに該当 
ファイルをを表示します。該当ファイルを削除あるいは修正してください。 


アンインス I -ール 

アンインス I -ールするときは次の手順に従ってください。 

1. ESMPR0 フォルダを開いている場合はフォルダを閉じる。 

2. 96〜97ページを参照して ESMPR0 セットアップのメインメニューを表示させる。 

3. メインメニューか 6ESMPR0/ServerManager のセットアップを起動する。 

次のダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

4. [アンインストール]をクリックし、[次 
へ]ボタンをクリックする。 

じ(降はダイア□グボックス中のメッセー 
ジ(こ従って操作を進めてください。 
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MWA 〜 Management Workstation Application 〜 

MWA (Management Workstation Application ) のインス I —ルおよび起動方ま、セットアップじついて 
説明します。 

H ; MWA のセットアップと運用に関する詳細な説明については、保ず•管埋ツール CD - ROM 内 

のオンラインドキュメント 「 MWA ファーストステップガイド」を参照してください。 

CD-ROM ドライブ: ¥ mwa ¥ mwa _ fsg.pdf 

機能と操作方法に関する詳細な説明については 、 M WA のオンラインヘルプを参照してくだ 
さい。 


MWA にごいて 


MWA は、ネットワーク上から管理コンピュータ作 SMPRO / ServerManageWlMtLTL ^ 
るコンピュータ）を使用して、 Express サーバをリモート管理するためのアプリケーシヨンで 
す。 Express 5800シリーズの運用管理を行う管理者の負担を軽減させることができます。 


管理コンピュータと Express シリーズ巧の通信方法について 


MWA を使用する管理コンピュータが LAN 、 WAN 、 ダイレクト（シリアル ( COM ) ポート）の 
いずれかの方まで Express 5800シリーズと接続されていれば MWA を使ったリモート管理が 
できます。 


MWA の機能 


MWA は Express 5800シリーズのき用扳;張目 lOS ( RomPilot ) やべースボードマネージメント 
コント□ーラ ( BMC ) と接続することにより]: i 下の機能を実現しています。 

• リモートコンソール機能 

Express 5800シリーズの POST 実行画面および MS - DOS のブート中の実行画面を管理〕 
ンピュータ上の MWA のウィンドウから見ることができます。またこの間、 
Express 5800シリーズを管理コンピュータの羊ーボードから操作できます。 

• リモートドライブ機能 * 

管理コンピュータ上のフ□、ソピーディスクドライブまたは、フ□、ソピーディスクのイ 
メージファイルから Express 5800シリーズを起動することができます。 

* LAN 接続時のみの機能です。 
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IJ モート電源制御 


管理コンピュータ上の MWA からリモートで、 Express 5800シリーズに対して U 下の電 
源制御が行えます。 

-パヮ ー ON/OFF 

-パワーサイクル（パワー OFF の後、しばらくしてパワー ON ) 

-リセット 
—パワースイ、ソチ操作 

リモート情報収集 

管理コンピュータ上の MWA からリモートで W 下の情報を収集することができます。 

-システムイベント□グ ( SEL ) 

-センサ装置情報に DR ) 

-保守巧換部品情報 ( FRU ) 

- CMOS 、 DMI 、 ESCD 、 PC 晴報* 

-目 MC 設を情報 

* LAN 接続時のみの機能です。 

ESMPRO との連携 

Express 5800シリーズの巨 MC からの装置異常などの SOS 通報を受信すると通報内容を 
解析して、 ESMPRO のアラート□グへ自動的に登録します。 


動作環境 


MWA を動作させることができる八ードウエア/ソフトウエア環境は次のとおりです。 

参管理コンピュータ（インストールするコンピュータ） 


-コンピュータ 
—メモリ 

-八ードディスクの空き容量 
- LAN 接続時 

- WAN 接続時 
—ダイレクト接続時 

MWA でリモート保守する装置 


Windows 95/98/ Me、Windows NT 4.0または 
Windows 2000で動作しているコンピュータ 
0 S の動作に必要なメモリ十 5 MB じ(上 
5 MBJU 上 

TCP / IP ネットワーク 

ESMPRO/ServerManager Ve 「.3.3 W 上がインス 
I -ールされていること 
モデム （19.2 KbpsW 上）、電話回線 
RS -232 C ク□スケーブルまたは RS -232 C インタリ 
ンクケーブル 


Express 5800シリーズの添付ユーザーズガイドに MWA の記載がある装置。対象装置に 
は、 RomPilot 、 BMC 、 SMC のいずれかが搭載されています。本装置には RomPilot 、 
目 MC が搭載されています。 
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MWA のインス I ル 


MWA を使って本装置を管理するには、管理コンピュータ側に MWA をインス I -ールしてくだ 
さい。 

インストールには r 保守-管理ツール CD - ROM 」 を使います。 


1. Windows 2000または Windows NT 4.0 、 Windows 9己/ 98/ Me を起動する。 

2. 「保守-管理ツール CD - ROM 」 を CD - ROM ドライブにセットする。 

Automn 機能により 「Install Menu 」 が自動的(こ表示されます。 

3. [ MWA ] をクリックする。 

• L 回 

右図のメニュー上で右クリックしても 
ポップアップメニューが表示されま 
す。 


MWA のインストーラが起動します。イ 
ンストーラの指示に従ってインストール 
してください。 



リモートマネージメントコンフイグレーシヨン 


コンフィグレーシヨンで必要なものは次のとおりです。 

参保守.管理ツール CD-ROM 
• 設定情報 

リモート管理する Express 5800シリーズの装置台数分の t (下の設を情報が必要です。 
—共通 

n Express 5800シリーズモデル名） 
n コンピュータを 
□ セキ ュ リティ キー 
n コミュニティを 
n 通報手順 

全通報メディア/1つの通報メディア 
n 通報リトライ回数 
n 通報タイムアウト（秒） 
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- LAN 抬続時 

n Express 5800シリーズ装置側 
IP アドレス 
サブネ、ソトマスク 
デフォルトゲートウェイ 
パスフレーズ 
n 通報レベル ( LAN ) 

n 1次通報先/管理コンピュータ （ i ) ip アドレス 
n 2 次通報先/管理コンピュータに) IP アドレス 
n 3 次通報先/管理コンピュータ (3)ip アドレス 
n リモート制御 ( LAN ) 

- WAN / ダイレクト接続時 

n Express 5800シリーズ装置側 

使用モード（モデム/ダイレクト接続） 

ボーレート 
フ□一制御 
ダイヤルモード 
n 通報レベル ( WAN / Direct ) 
n PPP サーバ接続 
PPP ユーザを 
PPP パスワード 
n 1次通報先電話番号 
n 2次通報先電話番号 

n 1次通報先/管理コンピュータ （1) IP アドレス * LAN と共用 
n 2次通報先/管理コンピュータに) IP アドレス * LAN と共用 
n 3次通報先/管理コンピュータ (3) IP アドレス * LAN と共用 
n 初期化コマンド 
n ハングアップコマンド 
n エスケープコード 

n リモート制御 ( WAN / Direct ) 
n 接続 Ring 回数 
n 通報レベル(ページャ） 
n 1次通報先(ページャ）電話番号 
n 2 次通報先(ページャ）電話番号 
□ ページャメッセージ 
n ガイドメッセージ待ち時間 

Express 5800シリーズ装置側のコンフィグレーションには2通りの方まがあります。保守- 
管理ツール CD - ROM から Express 5800シリーズを起動して実行する「システムマネージメン 
卜の設定:」によるコンフィグレーションと Express 5800シリーズ装置の Windows 2000また 
は Windows NT 上から起動する MWA Agent によるコンフィグレーションです。 

コンフィグレーションは MWA 側と Express 5800シリーズ装置側の両方必要です。詳細な手 
順については、「保守-管理ツール CD - ROM 」 内にある 「 MWA ファーストステップガイド」ま 
たは MWA のオンラインヘルプを参照してください。 
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エクスプレス通報ヴービス 

エクスプレス通報サービスに登録することにより、システムじ発生する障害情報(予防保守情報含む）を電 
子メールやモデム経由で保守センターじ自動通報することができます。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察知したり、障害発生時に迅速に保守を行っ 
たりすることができます。 

また、お客様のサーバ上で動作するエクスプレス通報サービスと、クライアント上で動作するシステム監 
視サービス （ DMtOOL ) を連携させることでシステムを安定に稼働させることができる、クライアント/ 
サーバ型の保守サービス （ PC 通報連携機能）を提供しています。 


動作原境 


エクスプレス通報サービスをセットアップするためには、じ(下の環境が必要です。 

ノ、ードウェア 

• メモリ 6.01 VBJU 上 

• 八ードディスクの空き容量 2.0 M 目じ(上 
• モデム 

ダイヤルアップ経由の通報を使用する場合、モデムが必要です。ダイヤルアップ経由エ 
クスプレス通報用指定:モデム (COMSTARZ MULTI 14411、288、336、560、56011の 
いずれか） 

• メールサーバ 

電子メール経由の通報を使用する場合、 SMTP をサポートしているメールサーバが必要 
です。 

ソフトウエア 

• Microsoft ® Windows ® 2000日本語版に erver/Advanced Server / Professional ) 

• Microsoft ® Windows NT ® 4.0日本語版 ( Server / Workstation ) 

• ESMPRO/ServerAgent Ver .3.1 JU 降 


セットアップに化要な契約 


セットアップを行うには、じ(下の契約等が必要となりますので、あらかじめ準備してくださ 
い。 

• 本体装置の八ードウ I ア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本体装置の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済 
みでないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細じついて 
は、お買い求めの販売店にお問い合わせください。 
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• 通報開局 FD 

契約後送付される通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 

エクスプレス通報サービスのセットアップについては保守サービス会社にお問い合わせくだ 
さい。 


インス I ル 


エクスプレス通報サービスは本装置にインストール済みです。また 、 Network Attached 
Storage CD - ROM を使った再インストールの際も自動的にインストールされます。 
エクスプレス通報サービスは使用環境に合わせたセットアップをする必要があります。 

設定は管理〕ンピュータから rWebUU を使って本装置に接続し、変更します。 WebUI を管理 
コンピュータにインストールしてください。インス!-ールじついては、2章の「システムの 
セットアップ」を参照してください。セットアップについては、保守サービス会社にお問い 
合わせ < ださい。 


PC 通報連携機能 


PC 通報連携機能は、クライアントで発生した障害の情報を電子メールやモデム経由で保守 
センターじ自動通報するサービスです。このサービスを使用することにより、クライアント 
の障害を事前に察知したり、障害発生時、すみやかに保守することができます。 

別途 PC 通報連携機能での契約が必要となります。セ、ソトアップや契約についてはお買い求 
めの販売店または保守サービス会社にお問い合わせ<ださい。 
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保守 • 管理ッール 

「保守-管理ツール」は、本装置を保守-管理するための統合ソフトウエアです。 


起動方法 


保守-管理ツールを実行するには、添がの r 保守-管理ツール CD - ROM 」 からシステムを起動 
します。起動方法には管理コンピュータと本体の接続の状態により、次の2つの方法があり 
ます。 

ここの説明にある 「 MWA 」 のインス I -ール方法および設定方法については、110ページを参 
照してください。 


ダイレクト接続に 0M2) された管理コンピュータか5実行する 

本体前面の COM 2 ポートにダイレクト接続された管理コンピュータから、じ(下の手順で保 
守.管理ツールを実行します。手順中にある 「 mWA 」 に関する詳細は、 MWA ファーストス 
テ、ソプガイドをお読みください。 

1 . 管理コンピュータじ MWA をインストールする。 

2. MWA の[ファイル]メニューか6惯境設定]-に OM ポート]の順にポイントし、 「 COM ポートの 
設定」情報を表示させ、下のようじ設定する。 

< COM ポートの設定> 

ポート： 接続する管理コンピュータ側の COM ポート 

ボーレー ト：19200 
フ□一制御 ： None 

3. MWA の 「RomPilot & BMC 搭載モデル用簡易コンフィグレーシヨン」を実行してコンフィグレー 
シ ヨン情報を登録する。 

[RomPilot &目 MC 搭載モデル用簡易コンフィグレーシヨン]ダイア□グボックスは、 MWA の 
[ファイル]メニューか6[コンフィグレーシヨン]-惭規作励の順にポイントし、[設定モデルの 
選択(新規作成)]ダイア □ グボ、ソクスを表示させ、 [ Express 5800 /StorageServer Lite ] を選択す 
ること(こより表示されます。このとき、 [ FD 書き} A みを行う]にチェックしないでください。 

4. [プ□パティ]ダイア□グボックスが表示された6、 iU 下のように設定する。 

<[ ID ] ぺージ> 

接続形態： COM 

COM : ダイレクト（ク□スケーブル） 

己. MWA の[ファイル]メニューの[開く]コマンドか6サーバを選択してサーバウィンドウを開き、 
[接続]ボタンをクリックする。 

巨.本体前面の COM 2( シリアル）ポートじ管理コンピュータをダイレクト接続する。 

7. 本体前面にある CD - ROM ドライブに保守-管理ツール CD - ROM をセツトする。 
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8 . 電源を OFF / ON してシステムを再起動する。 

1回リブート後、管理コンピュータの画面上(こメインメニューが表示され、各種保守•管理ツー 
ルを管理コンピュータか6実巧できるようになります。 

LAN 接続された管理コンピュータか5実行する 

本装置にネットワークを経由して接続されている管理コンピュータから、じ(下の手順で保 
守. 管理 ツールを 実行します。 

設定情報を作ぶする場合、 MWA の[ファイル]メニューから[コンフィグレーション]一持升規 
作成]の順にポイントし、[設をモデルの選択(新規作成)]ダイア□グボックスを表示させ、 
[ FD 書き么みを行う]にチェックし、 [ Express 5800 /StorageServer Lite ] を選択してくださ 
い 。 [RomPilot &巨 MC 搭載モデル用コンフィグレーション]ダイア□グボックスが表示さ 
れます。 

「 MWA 」 に関する詳細は、 MWA ファーストステップガイドをお読みください。 

1 . 管理コンピュータに MWA をインストールする。 

2. フォーマット済みの 1.44 M 目のフ□、ソピーディスクを管理コンピュータのフ□、ソピーディスクド 
ライブにセットする。 

3. MWA の 「 RomPil 饥&目 MC 搭載モデル用〕ンフィグレーション」を実行し、設定情報を JU 下のファ 
イル名でフ□、ソピーディスク(こ書き込む。 

<ファイルさ)> 

NICS _ RC.CFG 

4. [プ□パティ]ダイア□グボックスが表示された6、 i ： J 下のようじ設定する。 

<[アラート通知]ぺージ> 

[標準設定を使用する]のチェックを外して[アクティべート]のリセ、ソトじチェックする。 

己. MWA の [ RomPilot 接続時の動作]で [ MWA モードで実巧]をチェックする。 

[ RomPil 饥接続時の動作]は、 MWA の[ファイル]メニューの[開く]コマンドか6サーバを選択して 
サーバウィンドウを開き、そのウィンドウ上でちクリックして表示されるポップアップメニュー 
じあ LJ ます。 

巨.本体前面じある CD - ROM ドライブ(こ保守-管理ツール CD - ROM をセットし、フ□、ソピーディスク 
ドライブに設定情報 ( MCS _ RC . CFG ) を格納したフ□、ソピーディスクをセットする。 

7. 電源を OFF / ON してシステムを再起動する。 

1回リブート後、管理コンピュータの画面上にメインメニューが表示され、各種保守•管理ツー 
ルを管理コンピュータか6実行できるようになります。 
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メインメニユー 


メインメニューにある項目は、保守-管理ツールに収められているを種ユーティリティを個 
別で起動し、オペレータが手動で各種診断、目 IOS 更新などを行うことができます。 

くメインメニュー> 


• オフライン保守ユーティリティ 
• システム該断 
• サポートディスクの作成 
• 各種 BIOS/FW ①アップデート 
• システムマネージメント機旨层 
• ブート豁巧の設定 
• FDISK の起動 
• ヘルプ 
■ 終了 


次にメインメニューにある項目について説明します。 

• オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティは、装置の予防保守、障害解析を行うためのユーティリ 
ティです。 ESMPRO が起動できないような障害が装置に起きた場合は、オフライン保守 
ユーティリティを使って障害原因の磕認ができます。 

参システム診断 

本体装置上で各種テストを実行し、本体の機能および本体と拡張ボードなどとの接続を 
横査します。 

本機能は、ダイレクト接続 ( COM 2) からの実行はできますが、 LAN 接続での実行はでき 
ません。また、ネットワークへの影響を防止するためにも本体に接続しているネット 
ワークケーブルはすべて取り外しておいてください。 


• サポートディスクの作成 


サポートディスクの作成では、保守-管理ツール内のユーティリティをフ□、ソピーディス 
クから起動するための起動用サポートディスクを作成します。なお、画面に表示された夕 
イトルをフ□、ソピーディスクのラベルへ書き込んでお< と、後々の管理が容易です。 

M -0 「サポートディスクの作成」で作成できるディスクで起動時にメッセージび表示されま 
信^ す。メッセージび表示されている間に、く R > キーを}甲すことで管理コンピュータか5操 
作することびできるようになりまず。 


Starting xxxxxxxxxxxxxxxxxx. 

Press 'R' key if you want to operate from the remote console. 


サポートディスクを作成するためのフ□、ソピーディスクはお客様でご用意ください。 


- MS - DOS 起動ディスク 


MS - DOS システムの起動用サポートディスクを作成します。 

管理コンピュータから操作する場合は必ず < R > 羊一を押して起動してください。 
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-オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティの起動用サポートディスクを作成します。 

-システム診断ユーティリティ 

システムチェックプ□グラムの起動用のサポートディスクを作成します。 

• 各種 BIOS / FW のアップデート 

インターネットで配布される r を種目 IOS / FW のアップデートモジュール」を使用して、本 
装置の目 IOS やファームウェア （ FW ) をアップデートすることができます。「各種 BIOS / 
FW のアップデートモジュール」については、次のホームページに詳しい説明がありま 
す。 

『58渐ぉ』： http :// www . express . nec . co.jp 

各種 BI 0 S / FW のアップデートを行う手順は配布される「を種目 I 0 S / FW のアップデートモ 
ジュール」に含まれる rREADME . TXT 」 に記載されています。記載内容を5在認した上で、 
記載内容に従ってアップデートしてください。 「 README . TXT 」 は Windows NT のメモ 
帳などで読むことができます。 

I M-O BIOS/FW のアップデートプ□グラムの動作中は本体装置の電源を OFF にしないでくだ 
さい。アップデート作業び途中で中断されるとシステムび起動でをなくなりまず。 

• システムマネージメント機能 

通報機能、リモート制御機能を使用するための設をを行います。 

• ブート監視の設定 

起動時 0 S の起動(ブート）を監視し、 0 S が一定時闇内に起動しない場合、リブートを行 
い再起動を行うブート監視機能があります。 

0 S を再インストールする場合は、ブート監視を無効にしてください。 0 S のインストー 
ルが終了し、システムの運用を開始する場合は、ブート監視を有効にしてください。 

- 0 S のブート監視を無効にする 

0 S のブート監視機能を無効じします。 0 S を再インストールするときは必ずブート 
監視を無効にしてください。 

- 0 S のブート監視を有効にする 

0 S のブート監視機能を有効じします。 0 S を再インストール後、必ずブート監視を 
有効にして、システム運用を行ってください。 

• FD 旧 K の起動 

MS - DOS システムの FD に K 〕 マンドを起動します。パーティシヨンの作成/削除などが 
できます。 

• ヘルプ 

保守-管理ツールのを種機能に関する説明を表示します。 

• 終了 

保守-管理ツールを終了します。 
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Install Menu 


Windows 95/98/ Me 、 または Windows 
2000 、 Windows NT 4.0が動作している 
コンピュータ上で添付の r 保守-管理ツー 
ル CD - ROM 」 をセットすると 、 「Install 
Menu 」 が自動的に起動します。 

g ; システムの状態によっては自動的に 

起動しない場合があります。 CD - 
ROM 上の次のファイルをエクスプ 
口ーラ等から実行してください。 

¥ IMENU ¥1 ST.EXE 

Install Menu にある項目は次のとおりです。 

• 初期設定 ツール 

本装置のセットアップの際に必要となる r 設定ディスク」を作成するツールです。クリッ 
クするとコンピュータにツールをインス I '''ールします。 

• ESMPRO 

ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「など本装置を管理•監視するアプリケーシヨンをインス I -- 
ルします。 

• MWA 

リモート管理ユーテイリテイである 「MWA (Management Workstation Application )」 
をインス I '''ールすることができます。 

終了する場合は、 [ Quit ] をクリックしてください。 

M-O CD - ROM をドライブか5取り出ず前に 、 Install Menu を終了させておいてください。 
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オフライン巧巧ユーテイ IJ テイ 

オフライン保守ユーティリティは、装置の予防保守、障害解析を行うためのユーティリティです。 
ESMPRO が起動できないような障害が装置に起きた場合は、オフライン保守ユーティリティを使って障害 
原因の磕認ができます。 

M-O • オフライン保守ユーティリティは通常、保守員び使用ずるプ□グラムでず。オフライン 
居^ 保守ユーティリティを起動すると、メニューにヘルプ(機能や操作方法を示ず説明)びあ 

りまずび、無理な操作をせずにオフライン保守ユーティリティの操作を熟知している保 
守ヴービス会社に連絡して、保守員の指示に従って操作してください。 

• オフライン保守ユーティリティび起動すると、クライアントか5システムにアクセスで 
をな < なります。 


オフライン巧巧ユーテイリテイの起動方法 


オフライン保守ユーティリティは次の方まで起動することができます。 

I n-O 本装置では、オフライン保守ユーティリティを保守用パーティシヨンか5起動する機能をサ 
ポートしていません。 

• 保守•管理ツール CD - ROM か5の起動 

保守-管理ツール CD - ROM でシステムを起動し、メインメニューから r オフライン保守 
ユーティリティ」を選択すると、 CD - ROM よりオフライン保守ユーティリティが起動しま 
す。 

参フ□ツピーディスクか5の起動 

保守-管理ツールのメインメニューにある r サポートディスクの作成」で作成した「オフ 
ライン保守ユーティリティ起動 FD 」 をセツトして起動すると、オフライン保守ユーティ 
リティが起動します。 
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オフライン巧巧ユーテイ IJ テイの機能 


オフライン保守ユーティリティを起動すると、 w 下の機能を実行できます。 

• IPMI 情報の表示 

IPMI(Intelligent Platform Management Interface ) におけるシステムイベント□グ 
GEL )、 センサ装置情報 ( SDR )、 保守を換部品情報 ( FRU ) の表示やバックアップをしま 
す。 

本機能により、システムで起こった障害やを種イベントを調査し、交換部品を特をする 
ことができます。 

参 BIOS セットアップ情報の表示 

BIOS の現在の設定値をテ车ストファイルへ化力します。 

参システム情報の表示 

プ□セ、ソサや目 IOS などに関する情報を表示したり、テ丰ストファイルへ化力したりしま 
す。 

参システム情報の管理 

お客様の装置固有の情報や設をのパ、ソクアップ(退避）をします。 

バックアップをしておかないと、ボードの修理や交換の際に装置固有の情報や設をを復 
旧（リストア）できなくなります。システムのセットアップが終了した後、システム情報 
をバックアップすることをお勧めします。 

次の手順に従ってバックアップをしてください。 

1. オフライン保守ユーティリティを起動する。 

2. 3 .日インチフ□、ソピーディスクを用意する。 

3. [システム情報の管理]か6[退避]を選択する。 

]：> (降は画面(こ表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 

I M-O なお、リストア(復旧）は操作を熟知した保守員似州ま行わないでください。 

I 
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システム診断(お客様用） 

システム診断（お客様用）は装置に対してを種テストを行います。 

「保守-管理ツール」の r ツール」メニューから r システム診断(お客様用）」を実行して診断してください。 


システム診断(お客様用)の内容 


システム彰断（お客様用）には、次の項目があります。 

• メモリのチェック 

• CPU キャッシュメモリのチェック 

• システムとして使用されている八ードディスクのチェック 
• 本体に標準装備しているネットワーク （ LAN ) コント□ーラのチェック 

I n-O システム診断(お客様用）を行う時は、必ず本体に接続しているネットワークケーブルをが 
してください。接続したままシステム診断(お客様用）を行うと、ネットワークに影響をお 
よぼずおそれびあります。 

■: ハードディスクのチェックでは、ディスクへの書き込みは行いません。 

rE!7n 


システム診断(お客様用)の起動と終了 


システム診断の内容は、本体前面の COM 2 ポートとダイレクト接続された管理コンピュータ 
から確■認します。起動方法は次のとおりです。 

I M-O 保守.管理ツールの起動方法には、ダイレクト接続に 0 M 2) と LAN 接続の2つの方法びあ 
りますび、システム診断ではダイレクト接続 ( COM 2) を使用することびできます。 LAN 接 
続は利用でさません。 

1. 「保守-管理ツール CD - ROM 」 を本体前面にある CD - ROM ドライブにセットする。 

2. シャットダウン処理を行った後、本体の電源を OFR こし、電源コードをコンセントか6抜く。 

3. 本体(こ接続しているネットワークケーブルをすべて取りかす。 

4. 本体と管理コンピュータをダイレクト接続 ( COM 2) し、電源コードを接続する。 

己. 「保守-管理ツール CD - ROM 」 か6システムを起動する。 

詳しくは116ページを参照してください。管理コンピュータの画面にはメインメニューが表示さ 
れます。 
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夕ーゲットスコープ（四隅 試験 

が白黒反転したカーソル） ワインド ' ウ 


システムバー： 

タイトルバー： 

試験ウィンドウ： 

ター ゲットスコープ： 


試験中に時間などの情報が表示されます。彭断終了後には、ウィンドウ 
を操作するキーの説明が表示されます。 

彭断の項目が表示されます。エラーをお化したときは、項目が点滅しま 
す。 

彭断の経過、または結果が表示されます。 

試験ウィンドウを選択するためのカーソルです。キーボードのカーソル 
キーで他の試験ウィンドウ(こ移動します（ここで < Enter > キーを押す 
と、選択したウィンドウに対する確認ができます。もう一度、 < Enter > 
キーを押すと元の画面(こ戻ります）。 


w-oira 

画面を切り替えるキー操作では、次のキーを}甲してください。 

PageUp: <Ctrl> + く A> PageDown: <Ctrl> + く Z> 

システム彰断(お客様用）でエラーがあった場合はタイトルバーに表示されている診断の項目が点滅 
することで警告を促します。エラーメッセージを記録して保守サービス会せじ連絡してください。 

7. < Q > キーを押して、メニューの中か6 [ reboot ] を選択する。 

再起動し、システムが保守-管理ツール CD - ROM か6起動します。 

8 . 保守-管理ツールを終了し、 CD - ROM ドライブか6保守-管理ツール CD - ROM を取り化す。 

9. 本体の電源を OFR こし、電源コードをコンセントか6抜く。 

10. 手順4で接続したケーブルを取り外す。 

11. 手順3で取りかしたネットワークケーブルを接続し直す。 

12. 電源コードをコンセントに接続する。 


目.[システム彭断メニュー]の[システム彭断（お客様用）]を選択する。 

システム彭断(お客様用）を開始します。約3分で彭断は終了します。 

診断を終了するとディスプレイ装置の画面が次のような表示に変わります。 


システムバー タイトルバー 

: こ === ん =====A==: 


□国 


I 目 


W 上でシステム診断は終了です。 














